
「紙とスマホの共存共栄を考える－スマホ時代のバスマップ－」

第　　  回16 全国バスマップサミット in 熊谷

Bus Map Summit in KUMAGAYA 
© 立正大学地球環境科学部　じおたん◆ 関連イベント

バスフェスタ

今年は川越観光もや っ て く る ！ ！今年は川越観光もや っ て く る ！ ！今年は川越観光もや っ て く る ！ ！
● バス車両【国際十王 2143・2172・川越観光 1047】展示
● バスグッズ販売　● パネル展示　● 来場記念品配布  など

◆ 主　　催　立正大学地球環境科学部地理学科交通地理研究室
◆ 特別協力　全国バスマップサミット実行委員会・株式会社ヴァル研究所・株式会社武揚堂
◆ 後　　援　国土交通省関東運輸局・一般社団法人埼玉県バス協会・熊谷市・朝日自動車株式会社
　　　　　  公益社団法人日本地理学会・公益社団法人日本交通計画協会・国際十王交通株式会社
　　 　　　　一般社団法人日本モビリティ・マネジメント会議・川越観光自動車株式会社　　　　他

日　時
11 月 4 日 ( 日 )
会　場
立正大学熊谷キャンパス
その他
・立正大学星霜祭同時開催
・ご来場の際には便利な国際
   十王バスをご利用ください！

11月　　　日10 11月　　　日11シンポジウム・ワークショップ
企業・団体・バスマップ展示

会場アクセス
〒360-0194　埼玉県熊谷市万吉 1700

立正大学熊谷キャンパス
★熊　谷　駅より約 15 分
　熊谷駅南口バス停より国際十王バス「立正大学」
　「森林公園駅」行に乗車、立正大学バス停下車

★森林公園駅より約 20 分
　森林公園駅バス停より国際十王バス「立正大学」
　「熊谷駅南口」行に乗車、立正大学バス停下車

★会場へは是非バスで！
　会場には駐車場もありますが、バスマップサミットへの
　ご来場には是非便利な国際十王バスをご利用下さい！！

シンポジウム 14：30～ 17：30

山田淳一（立正大学地球環境科学部地理学科）：森林公園バスマップの作成過程－なぜ紙ベースだったのか－
峰村和孝（株式会社ぶよお堂）：紙ベースのバスマップの特徴－ぶよお堂の手掛けたバスマップを事例として－
諸星賢治（株式会社ヴァル研究所）：ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂのバスマップの特徴－ヴァル研究所『駅すぱあと』を事例として－
鈴木文彦（交通ジャーナリスト）：これまでのバスマップの流れ
コーディネーター：井上 学（立命館大学衣笠総合研究機構アート・リサーチセンター客員協力研究員）

バスマップ・ポスター展示 10：30～ 14：30

周辺地域巡検
Aコース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
国際十王バスの路線バス貸切で行く

案内人　大島 登志彦（高崎経済大学経済学部経営学科教授）

パネルディスカッション登壇者・話題提供

初心者向けワークショップ ( 分科会 ) 11：00～ 12：30
「バスマップのイロハ：バスマップのデジタル表現・アナログの見せ方を考える」

利根川を渡る交通遺産 －幻の東武鉄道と赤岩渡船－
B コース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
川越観光バスの路線バス貸切で行く

案内人　鈴木 文彦（交通ジャーナリスト）

ときがわ町『せせらぎバスセンター』と小川町・東秩父村の路線バスを巡る
各コースとも最少催行人員 10 名，先着 20 名
参加費 6,000 円

巡検参加申し込み・サミット詳細情報は

バスマップサミットホームページ
https://www.rosenzu.com/busmap/

バスマップサミット特設ページ
https://ris-kjk-festa.jimdo.com/ バスマップサミット


